
中国政府のウイグル弾圧に終止符を
ウイグル支援 世界同時デモ

　2019 年（令和元年）5月 3日アメリカの国防総省のシュライバー次官補は記者会見で、「中国政府が運
営している収容所には、ウイグル人が最大で３００万人収容されている。中国共産党は不法に大規模な投
獄を行っている」と述べた。

　実際にはそれ以上のウイグル人が収容されているとの見解が出されており、ウイグル人の多くの家族が
破壊されている。親が収容され、残された子供達は孤児になり子供のキャンプに入れられている。

　2016 年に始まった無料検診で 6歳から 60 歳までのウイグル人が健康診断を強制され、血液型、指紋、
虹彩、DNAなどがデータ収集された。これは中国ではもう秘密ではない臓器売買に繋がる懸念も存在。

　若いウイグル人の女性は中国人男性と結婚させられ、政府の移民政策の目玉政策となっている。

　中国政府の真の狙いは、東トルキスタンの所有主であるウイグル人を完全に浄化し、70年間統治して
きた植民統治を永続化することだ。

　このような状況下、7月 8日のジュネーブで開かれた国連人権委員会で、日本を含む 22カ国が中国政
府に対し、ウイグル人に対する拘束、監視、弾圧を停止するよう求めた。

　今回の世界同時デモは、世界中にいる、人権や人間の基本的価値を尊重する全ての人々と共に、中国の
暴力的弾圧と悪事に対してストップをかける為に行われます。是非日本人の皆様のお力をお貸し下さい。

　この日本から、皆で反対の声上げていきましょう !!
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ウイグル支援 世界同時デモ  2019 年 7月 21 日  日本 ( 渋谷駅前 13 時 -18 時 )
アメリカ、ノルウェー、オランダ、カナダ、ギリシャ、日本、フランス、ポーランド、ニュージーランド、

オーストラリア、香港、台湾、ドイツ、トルコ、フィンランド、カザフスタン、世界各都市で開催
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